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も 

ま
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間

さ
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じ
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う
ね
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か
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づ

け
た
り…

 
 

芹
沢
文
学

せ
り
ざ
わ
ぶ
ん
が
く 

研

究

会

け
ん
き
ゅ
う
か
い

を 

松
林
庵
主
人 

 
 

 
 

 

 

 

 

『サロン・マグノリア 岡玲子文

集』 

 

 

 

 

 

『』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サロン・マグノリア―岡玲子文集』 

 

 

     

              

              

✪
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
会
報 

 

通
信 

№
531 

♠ 

♡ 

♦ 

♧ 

 

芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
例
会
が
、
東
中
野
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
洋
室
４(

２
階)

で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
530

回
は
、
12

月
24

日(

日)  

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
短
編
小
説
「
洋
上
の

虹
」
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
芹
沢
耕
太
郎
氏
が
司
会
し
た
よ
う
で
す
。 

 

今
回
の
会
報
の
同
封
資
料
と
し
て
⑴
テ
キ
ス
ト
『
洋
上
の
虹
』
冊
子
版 

読
書
用 

２
種
類
、 

⑵
Ｘ(

旧Titter)

で
の
芹
沢
光
治
良
、 

⑶
言
い
た
い
放
題
「
開
戦
の
日
」
鈴
木
吉
維 

沼
津
朝
日
２
０
２
３
年
12
月
８
日
、 

⑷
芹
沢

光
治
良
自
伝
「
わ
が
青
春
13 

猛
勉
で
全
科
目
に
優
」［
静
岡
新
聞 

昭
和
60
年(1985

年)

2
月
16
日(

土)

］

⑸
チ
ラ
シ
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
結
核
患
者
』
小
学
館 

２
０
２
３
年
11
月
９
日
発
行
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

◎
芹
沢
文
学
愛
読
者
の
会 

短
信 

第
231
号 

10
月
30
日 

 

☀ 

☁ 

☂ 

☃ 

 

安
井
正
二
・
恵
美
子
夫
妻
の
お
世
話
で
発
行
さ
れ
て
い
る
「
芹
沢
文
学
愛
読
者
短
信
」
第
231

号
に

は
、
第
４
号
『
令
和
６
年
紙
上
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
』
を
作
成
し
て
い
て
、
令
和
６
年
１
月
25
日
送
付

予
定
と
の
こ
と
。 

毎
月
１
月
に
行
っ
て
き
た
新
年
会
を
６
月
９
日(

日)

に
「
芹
沢
文
学
愛
読
者
の
集

い
」
と
し
て
行
う
予
定
。
ま
た
、
名
古
屋
芹
沢
文
学
読
書
会
で
芹
沢
光
治
良
著
『
神
の
微
笑
』
を
読
ん

で
い
て
、
第
226

回
は
11
月
12
日(

日)

に
第
６
章
を
、
第
227

回
は
12
月
10
日(

日)

に
第
７
章
を
読
ん

だ
よ
う
で
す
。
会
場
は
名
古
屋
市
港
図
書
館 

集
会
室(

二
階) 

時
間
は
午
後
１
時
半
～
４
時
半
。 

▽
沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会 

「
天
野
博
人
さ
ん
を
偲
ぶ
」
不
破
久
温
氏
の
追
悼
文 

【
要
約
】
沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
顧
問
で
、
母
方
の
祖
父
が
前
田
千
寸
先
生
で
あ
る
天
野
博
人

さ
ん
が
、
８
月
29
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
前
田
千
寸
先
生
は
、
旧
制
沼
津
中
学
校
の
美
術
と
国

語
の
先
生
で
、
芹
沢
光
治
良
が
親
交
し
て
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。『
人
間
の
運
命
』
で
は
、
前

川
先
生
と
し
て
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
。
天
野
さ
ん
は
、
小
さ
い
時
に
芹
沢
先
生
に
お
会
い
し
た
と
の
こ

と
。
天
野
博
人
さ
ん
は
沼
津
東
高
校
を
卒
業
し
山
梨
大
学
で
学
び
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
働
き
、
退
職
後
に
沼

津
に
戻
り
ま
し
た
。
芹
沢
光
治
良
の
作
品
を
愛
読
し
、
愛
好
会
で
顧
問
と
し
て
指
導
さ
れ
と
の
こ
と
。 

☉
川
越
・芹
沢
光
治
良
文
学
愛
読
者
の
集
い 

11
月
12
日(

日)

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

 

埼
玉
県
川
越
市
で
「
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
読
者
の
集
い
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
は
ウ
ェ
ス
タ

川
越
で
、
先
着
８
名
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。「
作
家
・
芹
沢
光
治
良 

人
と
作
品
紹
介
」
が
テ
ー
マ
。 
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◎
芹
沢
光
治
良
記
念
文
化
財
団 

最
新
情
報 

❖ 

✡ 

☯ 
 
 

  

財
団
か
ら
、「
財
団
ニ
ュ
ー
ス
⑻
」
が
発
送
、
令
和
５
年
12
月 

吉
日
。 

代
表
理
事 

勝
呂
奏 

ご
挨
拶
、
理
事 

岡
寿
里 

ご
挨
拶
。「
芹
沢
文
学
の
ま
わ 

り
で 

シ
リ
ー
ズ
⑷
」
野
見
山
恵
美
子
。
事
務
局
よ
り
報
告 

行
事
予
定
①
朗
読
劇 

３
月
頃
、
②
光
治
良
忌 

３
月
頃
、
③
光
治
良
ノ
ー
ト
⑷
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」
５
月
発
行
。 

令
和
５
年
11
月
14
日
に
小
学
館
か
らP
＋D BOOKS

と
し
て
『
ブ
ル 

ジ
ョ
ア
・
結
核
患
者
』(

初
期
短
編
小
説
集)

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
12 

月
17
日
に
「『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
結
核
患
者
』
刊
行
記
念
」 

講
演
会(

講
師
鈴
木
吉
維)

が
サ
ロ
ン
・
マ
グ
ノ
リ
ア
で
行 

わ
れ
ま
し
た
。
36
名
参
加
。
芹
沢
光
治
良
没
後
30
年
記
念
⑶
。
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

✩
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館 

沼
津
市
制
１
０
０
周
年
記
念 

企
画
展 

「
沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
」
第
２
回
は
、
12
月
15
日(

金)

～
５
月
31
日(

金)

で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
館
時
間 9:00

～16:30 

休
館
日 

月
曜
日
、
休
日
の
翌
日
、
年
末
年
始
。 

   

第
２
回
の
企
画
展
の
「
図
録
」(

À5
判
49
頁)

も
令
和
5(2023)

年
12
月
15
日
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

名
誉
市
民
の
文
学
者 

芹
沢
光
治
良
・
井
上
靖
・
大
岡
信
。
沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者  

明
石
海
人
・
大
岡

博
・
太
宰
治
・
田
中
英
光
・
曽
根
圭
介
・
宇
佐
美
り
ん
。 

色
紙
、
写
真
、
電
報
、
書
簡
、
絵
葉

書
、
文
学
碑
写
真
、
同
人
誌
、
詩
稿
ノ
ー
ト
、
歌
集
、
歌
碑
、
遺
稿
集
等
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。 

ま
た
、「
主
な
沼
津
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
一
覧
表(

近
・
現
代
編)

」
と
「
沼
津
ゆ
か
り
の

文
学MAP (

近
・
現
代
編)

」
も
別
紙
に
編
集
さ
れ
た
も
の
が
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。 

    
 

近
く
の
方
や
都
合
の
つ
く
方
は
芹
沢
光
治
良
記
念
館
を
訪
ね
て
、
展
示
を
御
覧
下
さ
い
。 
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元
日

が
ん
じ
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能
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の

と

半
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は
ん
と
う
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大
地
震

だ
い
じ
し
ん …

 

  

壊こ
わ

れ
た
家い

え
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雪ゆ
き

ぞ
降ふ

り
た
る
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松
林
庵
主
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ポストカード 



会
員
便
り
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
小
串 

  

 

◎ 

同
封
資
料
／
①
コ
ラ
ム
「憲
法
記
念
日
に
考
え
る
」

 

鈴
木
吉
維 

沼
津
朝
日 

令
和
５(2023)

年
５
月
８
日 

「
言
い
た
い
ほ
う
だ
い
」 

②
随
筆 

 

「何
年
前
の
秋
で
あ
っ
た
ろ
う
か
」

 

芹
澤
光
治
良  

昭
和
39

年
秋
「
季
刊
ひ
ろ
ば 

秋
63

」
至
光
社
発
行 

４
～
11
頁 

〔
資
料
提
供
中
村
輝
子
〕 

③
文
学
評
論  

連
載
「
芹
沢
文
学
講
話
」
㊱ 

最
期
の
連
作
②
「神
の
書
」の
創
作 

＝
人
間
の
三
部
作
＝  

 

芹
沢
文
学
研
究
会 

代
表 

小
串 

信
正 

◎ 

芹
沢
文
学
研
究
会 

２
０
２
３(

令
和
５)

年
度 

会
計
報
告 

 

反
省
と
展
望 

 
 
 
 
 
 
 

＊
会
員
各
位 

「
会
計
報
告
」
と
「
反
省
と
展
望
」
な
ど
を
御
了
承
下
さ
い
。 

 

・
収
入
の
部 

前
年
繰
越 

 96,170 
 
 

・
支
出
の
部 

切
手
代 

 
11,650 

 
 
 
 
 
 
 

会
費
収
入 

 32,640 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
具
代 

 
 7,304 

 
 
 
 
 
 
 

寄
付
収
入 

  9,760 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ピ
ー
代 

24,220 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
    138,570 

 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
43,174 

 
        

会
計
決
算 

138,570
─
43,174

＝95,396

円 (

振
替90,230

＋
現
金5,166) 

                           
  

 
 

会
計
責
任 

小
串 

信
正 

 

会
計
監
査 

田
村 

正
義 

【 

反
省
と
展
望 

】 

・
芹
沢
文
学
研
究
会
と
し
て
32

年
間
継
続
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
総
会
も
研
究
会
も
や
れ
て
い
ま

せ
ん
。
年
４
回
の
四
季
報
と
し
て
の
会
報
と
同
封
資
料(

「
芹
沢
文
学
講
話
」
等
も)

を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
蓄
え
で
維
持
し
、
熱
心
な
方
の
寄
付
に
支
え
ら
れ
て
継
続
し
て
い
ま
す
。 

・
会
員
が
３
名
増
え
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
芹
沢
文
学
研
究
会
を
継
続
し
て
行
け
ま
す
。
芹
沢
文
学

に
関
心
の
あ
る
方
や
研
究
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
々
に
「
入
会
案
内
」
で
お
誘
い
下
さ
い
。 

・
共
同
研
究
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
会
員
各
位
の
個
人
的
な
研
究
や
評
論
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

論
文
・
評
論
等
を
書
き
ま
し
た
ら
、
コ
ピ
ー
を
お
送
り
下
さ
い
。
芹
沢
光
治
良
先
生
の
没
後
30
年

の
記
念
出
版
等
は
刊
行
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
取
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

☆ 

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
、
同
封
の
払
込
取
扱
票
に
て
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

今
年
度
も
年
会
費
を
１
８
０
０
円
に
据
置
き
ま
す
。
同
封
の
郵
便
振
替
に
て
年
会
費
の
納
入
を
お 

 

願
い
い
た
し
ま
す
。
自
主
的
な
寄
付
も
受
入
れ
ま
す
。
ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

▽
新
入
会
員
の
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
入
会
員
を
お
誘
い
下
さ
い
。 

♤ 

♣ 

♡ 

♦ 

60 

不
破

ふ

わ 

久
温

ひ
さ
よ
し 

静
岡
県
沼
津
市
大
岡 

 

沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
代
表
。
沼
津
の
地
元
で
月
例
会
を
開
き
、

３
月
に
「
光
治
良
忌
」、
５
月
に
「
光
治
良
を
偲
ぶ
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
品
の
朗
読
と
音
楽
を
聴
く
会
、
芹

沢
作
品
対
話
会
、
文
学
散
歩
、
講
演
会
の
聴
講
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
芹
沢
文
学
の
交
流
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

…
…
…
…
 

☆ 

編
集
後
記 

★…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

編
集
責
任 

小
串
信
正…

…
…
 
 
 

 
芹
沢
文
学
研
究
会
の
会
報
第
１
２
８ (

冬)

号
と
同
封
資
料
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

 

新
年
の
元
日
に
能
登
半
島
に
大
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
津
波
も
あ
り
、
余
震
が
続
い
て
い
ま

す
。
２
日
に
は
、
羽
田
空
港
で
航
空
機
の
激
突
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
日
本
が
心
配
で
す
。 

 

今
後
も
、
芹
沢
文
学
を
愛
読
し
研
究
し
て
、
無
事
平
穏
に
暮
ら
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
会
員

の
皆
さ
ん
の
今
年
一
年
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

芹沢文学研究会・事務局／ 🏣872-1651 大分県 国東
くにさき

市国東町浜
はま

4765 小串
お ぐ し

信正方   ☎FAX 0978-77-0565 

 
 

芹
沢
先
生
を
想
い
出
し
て 

 
 

 
 

 
 

神
奈
川
県
相
模
原
市 

 

石
川

い
し
か
わ  

慎
二
郎

し

ん

じ

ろ

う 

 

２
０
２
４
年
、
辰
年
の
新
年
が
明
け
た
ら
と
思
っ
た
ら
、
早
々
能
登
半
島
地
震
・
羽
田
空
港
で

の
航
空
機
衝
突
事
故
と
と
ん
で
も
な
い
事
件
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
辰
年
は
過
去
の
歴
史
か
ら
見
て

も
時
代
の
転
換
期
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

人
間
の
運
命
の
第
１
巻
が
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
頃
、
お
教
会
の
高
名
な
役
員
先
生
が
我
が
家

の
お
開
扉
が
済
ん
だ
後
、
そ
れ
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
置
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
私
は
、
漠

然
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
お
道
に
対
し
て
疑
問
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
思
い
が
人
間
の
運

命
の
第
１
巻
で
私
の
心
に
共
感
を
呼
び
起
こ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

い
つ
し
か
無
謀
に
も
私
は
先
生
の
旧
宅
を
訪
ね
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
何
を
話
し
た
か
は
思
い

出
せ
ま
せ
ん
が
、
あ
の
「
八
重
垣
姫
」
の
お
人
形
を
背
に
し
た
先
生
の
お
優
し
い
お
顔
を
拝
顔
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
も
何
回
も
お
邪
魔
し
た
よ
う
で
す
。 

 

父
の
病
の
時
は
、
母
と
兄
も
伴
っ
て
お
邪
魔
し
て
先
生
か
ら
神
様
の
お
水
を
戴
き
ま
し
た (

父

は
そ
の
後
５
年
ほ
ど
延
命
し
ま
し
た) 

。
当
時
は
、
否
定
的
に
思
っ
て
い
た
お
道
が
、
今
は
す
ん

な
り
と
心
に
沁
み
て
入
っ
て
来
て
い
る
事
に
気
づ
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

先
生
は
、「
文
学
は
物
言
わ
ぬ
神
の
意
志
に
応
え
る
も
の
だ
」
と
仰
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

流
石
に
凄
ま
じ
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
父
様
の
布
施
込
み
が
、
先
生
の
運
命
を
築
い
た
よ
う
に
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。 

 

一
昨
年
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
私
は
「
先
生
と
お
二
人
で
、
実
相
の
世
界
で

楽
し
く
語
り
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
。」
と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。 

 

お
さ
ず
け
を
取
り
次
が
せ
て
戴
け
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
に
「
あ
な
た
の
お
さ
ず
け
は

温
か
い
で
す
。」
と
言
わ
れ
る
と
、
と
て
も
嬉
し
く
こ
ん
な
私
で
も
親
神
様
に
お
許
し
い
た
だ
け

る
か
な
と
、
喜
び
に
包
ま
れ
ま
す
。 

 

や
は
り
、
色
々
と
世
情
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、
少
し
で
も
人
を
助
け
る
心
を
以
っ
て
、
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
徳
を
積
む
人
生
を
歩
ん
で
行
く
事
が
、
最
も
大
切
な
事
だ

と
信
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

▽
石
川
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

学
び
サ
ポ
ー
ト
研
究
会
に
入
り
マ
ジ
ッ
ク
を
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
元
気
に
活
躍
中
で
す
。 
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